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【岡西座長代理】 

 皆さん、こんにちは。ただ今から、街づくり分科会 建築・施設ワーキンググループを開催いたしま

す。本日は、ご多忙の中ご参集いただきまして、誠にありがとうございます。また、先ほどの交通ワー

キングからのご参加の方におかれましては、引き続きのご参加ということで、長時間になりますけれど

も、どうぞよろしくお願いいたします。私、内閣オリ・パラ事務局企画推進統括官の岡西でございま

す。本日もどうぞよろしくお願い申し上げます。 

本日も報道関係者の方々が議事の全般にわたりご同席されますので、よろしくお願いいたします。 

 街づくり分科会につきましては、議事が多岐にわたるということで、交通の専門家の皆様、そして建

築・施設の専門家の皆様の２つのワーキンググループに分けまして、それぞれ専門の知見をいただく会

をさせていただくと、そういう形で検討を進めさせていただくことになっております。交通ワーキング

が終わりまして、これから建築・施設ワーキンググループに移りますが、建築・施設ワーキンググルー

プは、東洋大学の髙橋先生に座長をお願いしご議論をいただきたいと思っております。 

 本日の配付資料の確認と本会議の出席者の紹介につきましては、時間の関係からお手元の議事次第と

出席者一覧をもってかえさせていただきます。以後の議事は、髙橋座長、お願いいたします。 

 

【髙橋座長】 

皆さん、こんにちは。東洋大学ライフデザイン学部の髙橋と申します。どうぞよろしくお願いいたし

ます。前半の交通ワーキングに続きまして、たくさんの方がお集まりになっておりますけれども、建築

・施設ワーキングとしては、初めての本格的な議論という形になるかと思います。どうぞよろしくお願

いいたします。 

 2006年にバリアフリー法ができて、ちょうど満10年ということになります。そして、2020年というこ

とで、東京のオリパラに向けた、非常に重要な局面に差しかかっているのではないかというふうに思い

ます。特に公共交通の部分と違うと私がいつも感じているのは、建築関係、街づくり関係のそれぞれの

事業者が非常に多岐にわたっているということです。それから、もちろん駅舎についても規模が違いま

すけども、さらに用途と施設規模が非常に拡散しています。そういう意味で、多様な利用者の部分と、

そして多様な施設用途あるいは規模、そして地域といったようなことを含めながら、今日の議論を進め

ていただければというふうに思います。どうぞよろしくお願いしたいと思います。 

 それでは、早速ですけれども、これから議事の運営を進めていきたいと思います。最初に、長井副座

長より資料１に基づき説明をお願いしたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

【長井副座長】 

国土交通省安心生活政策課長、長井でございます。それでは、お手元の資料の１、それから２につき

ましてご説明を申し上げます。 

 まずお手元の資料１でございますけれども、街づくり分科会を交通ワーキングと建築・施設ワーキン

グに分けているわけでございますが、それぞれのワーキングが議論をしている部分について少し図の形

であらわしたものでございます。 

 このワーキングは、建築・施設ワーキングということで右側になります。それぞれ（１）から（６）

まではユニバーサルデザイン2020の検討項目でございますけれども、細かくは説明いたしませんが、ご

覧いただきますと競技会場、それから道路、都市公園、それから街、それから駐車場の問題、情報通信

技術等々、そういった建築ですとか施設に関する事柄をこのワーキングで議論いただければと思ってお



 

 

ります。一方、交通のほうは、鉄道ですとか空港、航空、それから港の関係等々、どちらかといいます

と公共交通事業者に関係するような事柄をご議論いただくというふうに事務局において整理をさせてい

ただいております。当然、議論が一部重複するところもございますけれども、そういった考え方に基づ

いておりますことをご理解いただければ幸いでございます。 

 それでは、資料２に基づきまして、本ワーキングの中間取りまとめの素案につきましてご説明を申し

上げたいと思います。検討項目順に整理をさせていただいております。 

 まず１点目ですけれども、東京大会の競技会場、アクセス経路等の重点的なバリアフリー化でござい

ます。大きく３点ございます。 

 まず１点目が、国の所管する競技会場におけるバリアフリー化の推進でございます。新国立競技場に

つきましては、整備計画が昨年８月に閣議決定されていますけれども、その基本理念の１つである「世

界最高のユニバーサルデザイン」が具体化されるよう整備プロセスを引き続き推進する。国の所管する

その他の競技会場についても、ＴＯＫＹＯ２０２０アクセシビリティ・ガイドラインに従ったバリアフ

リー化を進めるというのが大きな１点目でございます。 

 それから、次の２点目が競技会場周辺エリアなどにおけます道路のバリアフリー化推進でございま

す。４点ございます。 

 １番目が、競技会場の周辺駅、それから都内の主要ターミナル駅を対象にまず選定をいたします。次

に、駅前広場、自由通路、生活関連施設へのアクセス道路につきまして、バリアフリー化の実態を調査

いたします。３番目として、国・都・区などによります検討会を設置しまして、「重点整備区間」を決定

いたしまして、４点目ですけれども、その区間内で、特に不特定多数の方の利用が見込まれるといった

ような理由でバリアフリー化を講じる必要性は高いといったところについて、国が重点的に支援をする

といったような段取りで道路のバリアフリー化の推進を考えてまいりたいと整理をさせていただいてお

ります。 

 それから、３番目が都市公園の関係でございます。これも３段階ございますが、まず国・都・区によ

る連絡調整会議を設置いたしまして、競技会場周辺、それから外国人が多く訪れる主要な観光地周辺の

都市公園を選定いたします。その選定された都市公園につきましてバリアフリー化の実態を調査いたし

まして、基本的に全ての公園で２０２０年までに都市公園の移動円滑化基準への適合を図ってまいりた

いと考えておりまして、３番目として、さらに代表的な公園につきましては、高水準のユニバーサルデ

ザイン化が達成された全国の都市公園のモデルとして整備を図りまして、国が重点的に支援をするとい

うことを盛り込ませていただいております。 

 それから、２番目といたしまして、各地におけるアクセシビリティ・ガイドラインを踏まえた高水準

のユニバーサルデザインの推進でございます。こちらは大きく３点でございます。 

 １点目が、全国の主要鉄道駅周辺のバリアフリー化の推進でございます。まず、現在、全国で指定済

みの１,７００キロの特定道路につきまして、２０２０年に完了することを目標にしまして、引き続き重

点的にバリアフリー整備を推進してまいります。それから、東京都以外も含みます全国の主要鉄道駅、

それから、観光地周辺における道路につきましても、同様に調査を実施いたします。その上で調査結果

を公表いたしまして、各市町村の積極的なバリアフリー化の取り組みを支援してまいりたいというのが

大きな１つ目でございます。 

 それから、２つ目ですけれども、こちらは建築物の関係でございますが、設計標準などの改訂、それ

から、誘導基準適合などへのメリット強化を図っていくというのが２つ目でございます。 

 高齢者、障害者等の円滑な移動などに配慮した建築設計標準を今年度内を目途に改訂し、新たな課題



 

 

に対応した記載を追加するとともに、改修のプロセスも含めた事例を盛り込んでいくというのが１つ目

でございます。現時点で想定される追記の項目例といたしましては、アクセシビリティ・ガイドライン

の基準の反映ですとか、また、聴覚障害者のための文字情報設備による情報提供の充実といったような

ことを現時点では追記項目として想定してございます。 

 それから、誘導基準適合ですとか公衆開放といったような義務づけ以上の貢献をしていただける方々

に対しましては、より高いメリット感が得られ、取り組みが促進されるような方策について、地方公共

団体などと協同して検討してまいりたいということを盛り込ませていただいております。 

 それから、３点目のパーキングパーミット制度、駐車場でございますけれども、このパーキングパー

ミット制度につきましては、導入が進んでいない自治体の課題ですとか、ほかの国の実態も把握いたし

まして、導入促進方策の検討を行うべく検討会を立ち上げてまいりたいということを盛り込ませていた

だいております。 

 それから、検討項目の３番目でございます。複合施設における連続的・一体的なバリアフリーの推進

でございます。こちらのほうは大きく２つでございます。 

 まず１点目といたしまして、都市再開発プロジェクトなどに伴うバリアフリーの推進でございます。

都内主要ターミナルなど、例として新宿、渋谷、品川、虎ノ門を挙げさせていただいておりますが、こ

ういったところにおきまして2020年の供用を目標として都市再開発プロジェクトを実施する中で、バリ

アフリー化を推進するというのが１点目です。 

 ２点目といたしまして、東京都さんが2019年度に都心から臨海副都心で導入予定のＢＲＴ計画、これ

につきまして国土交通省としても、インフラ整備を通じた利便性向上に資する新技術、例えばバリアフ

リー縁石といったものが考えられますが、こういったものの導入に向けた検討を行っていくということ

を盛り込ませていただいております。 

 それから、もう一点がバリアフリー基本構想の策定の促進でございます。このバリアフリー基本構想

は、市町村につくっていただく地域のバリアフリー構想でございますが、このガイドブックがございま

す。これを改訂いたしまして、これまでわずかであった具体的な取り組み事例、それから、計画作成事

例といったようなものを示すことで、市町村における計画策定を支援してまいりたいというのが１つ目

でございます。 

 もう一点が、現在、市町村が策定することになっている基本構想でございますけれども、広域連携、

それからインバウンド観光の観点から、都道府県、さらには国がより積極的に参画するといったような

形で、策定を促進する方策を検討してまいりたいということを盛り込ませていただいております。 

 それから、大きな４点目として障害者用トイレ整備の推進でございます。２点ございます。 

 １点目が、都内の主要建築物におけますトイレのバリアフリー化でございます。これは、競技会場周

辺などにおける主要建築物につきまして、東京都、それから関係する区とも連携いたしまして、トイレ

などのバリアフリー化の実態調査を行いまして、バリアフリー化の促進に向けた改善策を検討していく

ということを考えております。 

 それから、もう一点が設計標準などの改訂ということでございまして、先ほども少し出てまいりまし

たが、建築設計標準を今年度内を目途に改訂いたしまして、新たな課題に対応した記載を追加するとい

うことと、改修のプロセスも含めた事例も盛り込んでまいりたいと思っております。トイレにつきまし

て、現時点で想定しております項目といたしましては、障害者などに配慮することが必要な手すりです

とか、扉の形状といったような設備を一般便房にも配備するといったような形を現時点では想定してご

ざいます。 



 

 

 それから、リフト付きバス、ユニバーサルデザインタクシーの普及につきましては、交通ワーキング

のほうで検討項目として具体的施策を記載させていただいております。 

 最後の６点目でございます。情報通信技術を活用したきめ細かい情報発信・行動支援でございます。 

 こちらのほうは、まず１点目として、モデルケースとしてルートを選定いたしまして、歩行者移動支

援サービスの実証を行いたいということでございます。ＧＰＳが使えない鉄道駅から競技会場の経路な

どにおいて、空港から競技会場までシームレスな移動支援を可能にしてまいりたいということを盛り込

ませていただいております。 

 それから、２番目ですが、ＧＰＳが使えない屋内、それから地下におきまして位置特定ができるよ

う、公衆に開放して設置をするパブリックタグ、こういったものの登録・設置も推進していくというこ

とを盛り込ませていただいております。 

 ３番目ですけれども、先ほどのモデルケースとして選定したルートを含めまして、競技会場周辺エリ

アなどにおきまして広くバリアフリー情報を収集いたしまして、オープンデータとして順次公開すると

いうことで、民間事業者のアプリ開発を支援するということも盛り込ませていただいております。 

 ４番目といたしましては、バリアフリールート、それから、車椅子利用者の所要時間の検索システム

の実現を目指しまして、関係者を委員とする検討会を設置しまして、本年度末までに対応方針を取りま

とめるというのが４番目でございます。 

 ５番目としまして、外国人の方、視覚障害者の方、聴覚障害者の方などに向けまして、音声や文字情

報による鉄道車両内での走行位置案内を行うスマートフォンアプリの導入実現に向けまして、本年度末

までに適用可能な技術の調査を実施しまして、早期実現を目指していくことを盛り込ませていただきま

した。 

 それから、最後、６番目でございますが、交通系のＩＣカード、スマートフォン、こういったものと

共通クラウド基盤を連携・活用いたしまして、外国人の言語によるデジタルサイネージ、こういったも

のの表示の変換ですとか、高齢者の方、障害者の方など、誰もが利用しやすい経路案内といったよう

な、個人の属性に応じた情報提供、それから、サービスの連携の実現に向けて実証実験を実施してまい

りたいといった施策を盛り込ませていただいております。以上でございます。 

 

【岡西座長代理】 

少し補足をさせていただきたいと思います。資料１をご覧いただければと思います。先ほど交通ワー

キングのほうでもお話し申し上げましたが、右側の建築・施設で行きますと（１）から（６）まであり

ますが、まず（１）のところが今回の2020年の東京大会を世界の最高水準のユニバーサルデザインをつ

くるという安倍総理ご自身からのご発言もいただきましたけれども、それをどうやって実現するかとい

うことがポイントになります。実現のために何をしなければいけないのかということで、若干予算など

を意識して、すぐにでも手を打たなければいけないことが、この（１）でございます。それを全国にど

のように展開していくかというのが（２）でございまして、交通分野でありますと、移動円滑化基準の

変更でありまして、建築施設でありましたら設計標準等のそういう制度を変えて、日本全国にどうやっ

てそれを展開して、我が国全体のユニバーサルデザインのレベルをどう上げていくかということが議論

されているところでございます。そのときに観光など、現在の安倍政権を中心として進めております部

分、外国人がいっぱい来るというオリンピック・パラリンピックを踏まえて、その辺の視点をどう入れ

ていくかということがポイントになるかと思っております。 

 そして、今まで十分ではありませんでした、どうしても点としてユニバーサルデザインがされていた



 

 

ところを、どのようにして面的に広げていくかということが、特にこの建築・施設ワーキンググループ

では工夫の要るところかなというふうに思っております。 

 そして、最後のＩＣＴということで、今回、これまでなかったイノベーション、ＩＣＴ技術を使って

情報保障を含めて、障害者の方々がどうやって共生社会を築いていくときにＩＣＴを使っていくのかと

いうことについても、ここでしっかりご議論いただければと思っておりますので、どうぞよろしくお願

いいたします。 

 

【髙橋座長】 

ありがとうございました。それでは、意見交換を始めたいと思います。所属とお名前をおっしゃって

いただきまして、そしてご発言をお願いしたいと思います。どのページでも結構ですので、ひとつよろ

しくお願いいたします。 

 最初に日本盲人会連合藤井さんお願いします。 

 

【藤井委員】 

日本盲人会連合、藤井と申します。いつも一番に発言させていただきまして、申し訳ございません。

３点ほど意見を申し上げたいと思います。 

 １点は、面的な整備という点でございますけれども、どうやら今お聞きしていますと複合施設であり

ますとか拠点地域については、やってみようかというようなことでございますが、面的広がりという意

味では、ぜひ主要な拠点施設でありますとか複合施設の周辺、例えば商店街とか、交通アクセスとの関

係でもう少し広がりを持った観点で取り組めないかと期待しておりますので、その点をご検討いただけ

ればと思います。 

 それから、公園でございますが、公園のバリアフリーを今の基準で行きますと、確実ではないのです

が、公園内に点字ブロックを敷くということが現状では行われておりません。その公園の周辺は、点字

ブロックで歩けるんですけれども、公園の中は視覚障害者が歩けないという実情がございますので、ぜ

ひ基準の見直しと、公園整備に当たっては、私どもの希望も入れていただいてご検討いただきたいと思

います。もし基準の見直しが必要であれば、ぜひ、そこらについても私どもの意見を申し上げたいと希

望しております。 

 ３点目、ＩＣＴの問題でございますが、アプリの開発から、どのような対応をするかということまで

お書きいただいているので、おそらく視覚障害者についてもご検討いただいているものと思っておりま

す。実はスマホでありますとか、そのような情報機器がタッチパネル式になって、視覚障害者の間で、

そういう機器を使えるか使えないかというところで大きな格差が生じております。したがって、アプリ

ケーションもそうなんですけれども、端末についてもあわせてご検討いただきたいと思います。特にア

プリケーションの開発につきましては、外国語にも対応するということで先ほどご提案がございました

けれども、実は点字ディスプレーで案内を読めるような、そういう情報提供をしていただけないだろう

かと思っております。ポケットに入るような点字ディスプレー装置がありまして、それとスマホ等をつ

なげば、盲聾者への情報提供にもつながると思いますので、ぜひ視覚障害者でも使える端末、そして、

情報提供の際には点字の情報端末にも対応したアプリケーションを開発いただきたいと考えております

ので、ぜひ、その点もご検討の中に入れていただきたいと思います。以上です。よろしくお願いしま

す。 

 



 

 

【髙橋座長】 

ありがとうございました。それでは、ＤＰＩ日本会議今西さん、お願いいたします。 

 

【今西委員】 

ＤＰＩ日本会議の今西です。大きく３点ほど提案させていただきたいと思っております。 

 設計標準の改訂のところで、ホテルのことなんですけども、現在、バリアフリールームというものが

客室の５０室に１部屋ということで、２％が望ましいという形でされているわけですけれども、これか

らオリパラに向けて、海外から多くの障害者、高齢者の人たちが来られたときに、ホテルのバリアフリ

ールームというものが絶対数が足りないということが見えているわけです。そうした中で、こうしたバ

リアフリールームの数を増やすための方策、もう１つとしては、必ずしもバリアフリールームではなく

て、一般客室についてユニバーサルデザインで整備をしていくという、一般客室について新たに設計標

準として取り入れてほしい。これをやらない限り、幾らバリアフリールームだけを整備しても数が足り

ない。電動車椅子じゃなくて、本当に簡単な車椅子の人であれば、一般客室がユニバーサルデザイン化

されれば十分に使える人たちも大勢いるわけです。こうしたことをぜひとも取り組んでほしい。また、

そうした中で、特に一般客室の中でもユニバーサルなバスルームです。段差のない、ドアの開口幅員が

750ミリ以上、そうしたドアのバスルームをつくってほしいというのが１点。 

それから、大規模駅、地下街においての連続的・一体整備ということで、大規模ターミナルについて

は、ぜひとも整備ガイドラインというものを設定してほしい。これまで、１日乗降客3,000人以上の駅に

ついて、バリアフリー法で移動円滑化基準という形で駅の整備というものがワンルート確保という形で

進められてきたわけですけれども、10万人以上の駅であっても、100万人以上の駅であっても同じような

基準なわけです。そうしたときに、もう10万人、100万人を超えるような駅については、完全に対応し切

れていないというのが現状なわけで、やはり規模に応じた整備基準というものを設けて、ぜひとも大規

模ターミナルの整備ガイドラインというものを新たにつくってほしい。 

 それから、あともう１つとしては、バリアフリーの基本構想ですけれども、2000年に交通バリアフリ

ー法ができて、その法律の大きな柱として、１つは、新しくつくられる施設、車両の整備という形で進

めてきたわけですけども、もう一方の柱としては、既存施設についての整備ということが、このバリア

フリー法のある意味では大きな狙いだったわけです。その既存施設の整備の中で、それを進めるために

基本構想がつくられて、市町村がつくることができるという形で、この15年間進められてきたわけです

けれども、現在、1,735市町村のうち基本構想がつくられたのが288市町村しかない。こうして見たとき

に16％ぐらいの整備率なんです。これは、ある意味では、せっかくつくられた制度設計そのものが少し

狂ってしまったのではないのかなと。その点を見たときに、先ほどの交通の中でも言いましたけれど

も、やはりバリアフリーそのものをきちんともう一度見直す必要があるのではないか。その上で基本構

想について、まず市町村がなぜ整備が進まなかったかということは、もう既に調査をしている中では、

財源が確保できないというのが上げられているわけです。もう１つは人材の確保、この２点が大きな進

まない理由として上げられているわけです。これは、多分、地方分権の法律ができたこと、また、交付

金についても一括の形で上げられていることによって、その使い方というものがバリアフリーのほうに

は向かなかったというのがあるわけで、やはり、これから進める中で、バリアフリーに特定した補助制

度みたいなものをぜひともこの機会に予算化してほしい。 

 もう１つとしては、これは、基本構想をつくることができるという仕組みになっているわけですけれ

ども、ある意味では地方分権の中で義務化することはなかなか難しいのかもしれないですが、ここまで



 

 

踏み込む必要があるのではないのか。そうしない限り、基本構想がつくられている中で、100％つくるこ

とができないのではないか。ぜひとも、このことに取り組んでほしい。以上です。 

 

【髙橋座長】 

ありがとうございました。それでは、ＶＩＳＩＴ ＪＡＰＡＮ大使山崎さんお願いします。 

 

【山崎委員】 

度々の発言の機会をありがとうございます。ＶＩＳＩＴ ＪＡＰＡＮ大使、そして温泉エッセイスト

の山崎まゆみです。よろしくお願いします。今、今西さんからホテルのバリアフリールームについてお

話がございましたので、私もその件につきましてお話しさせていただきます。 

 私は、温泉宿、そして文化財、寺院などのバリアフリー化、そしてユニバーサルデザイン化の基準化

についてご提案したいと思います。前回もお話しさせていただいたんですけれども、『バリアフリー温泉

で家族旅行』というバリアフリー化された部屋がある、さまざまな方でも入りやすい温泉があるといっ

たような温泉宿を紹介したガイドブックを制作しました。そのときに体の状態もさまざまな皆さんにど

んな情報を伝えたらいいか、温泉に入っていただけるか、非常に試行錯誤しました。 

 結局、いつも受け入れておられる温泉宿の皆さんから、どんな情報の表記があれば一番お客さんと温

泉宿の方とのコミュニケーションがとりやすいかみたいな形で、現地の皆さんにヒアリングをして本を

書いたというよりも、ガイドブックをつくった。それはスキームをつくったような満足感が得られた仕

事でした。とはいっても、もちろん全く不十分でもありまして、もっとこんな情報を表記すべきだった

という反省点もあるんですけれども、スキームをつくったというようなものでした。これは、温泉宿、

そしてホテルについてバリアフリー化、ユニバーサルデザイン化の基準化がまだなされていなくて、そ

れに対する苦労でありました。 

 2020年に外国のお客さんがたくさんいらっしゃいます。そうした中でも、特に文化財、日本の家屋は

段差こそが美しく、全てをバリアフリーにしてしまうと形状として美しさが損なわれてしまうものもご

ざいます。そうした意味でも、日本特有の建物の美しさも踏まえた基準化みたいなものを提案させてい

ただき、ぜひ2020年に向けて、それ以降に向けてもレガシーとなるような基準化を今後、議論の課題に

していただきたいと思います。 

 １つだけ、好事例も発表させていただきます。バリアフリー温泉としましても、15年長く取り組んで

おられました静岡県の河口湖温泉富士レークホテルというホテルがございます。こちら2011年には内閣

府のバリアフリー・ユニバーサルデザイン優秀賞を受賞した宿です。全７４室ある中で、バリアフリー

ルームが23室ございます。バリアフリー23室の中でも７タイプに分けられています。それだけ、人の体

はそれぞれでさまざま、私は人の顔のように個性であるように捉えておりますけれども、そういったさ

まざまな方が楽しく温泉宿に滞在していただくには、それだけの詳細化が必要であったということだと

思います。 

 ただ、現在、このバリアフリールームは非常に客室稼働率が高いと聞いています。それは、まずバリ

アフリールームが広いこと、それからトイレが広いこと。一般的な旅館と比べて、旅館の客室にあるト

イレは非常に狭いんです。そういった意味で、バリアフリールームのトイレが広い、さらに客室に温泉

がついている。この３点で、今、インバウンド、外国人観光客の方からの予約も非常に込み合ってお

り、そういった意味でも23室あるお部屋が、ほかの一般客室よりも稼働率が高い実績が出ているそうで

す。そういった意味でも、そもそものユニバーサルデザインの意味を考えまして、温泉旅館、そして文



 

 

化財、寺院も含めたバリアフリー化の基準を、ぜひ今後練っていかねばならないなと思っております。

ありがとうございました。 

 

【髙橋座長】 

ありがとうございました。それでは、全日本ろうあ連盟長谷川さん、お願いいたします。 

 

【長谷川委員】 

全日本ろうあ連盟の長谷川です。資料１、２を読みました。その中で、聴覚障害者のための文字情報

の設備による情報提供の拡充というようなものが書いてあります。それから、もう１つ、ＩＴについて

ですが、外国人、また、聴覚障害者、視覚障害者向けの音声、文字などによるスマホを使ったアプリの

導入に向けてというのがあるんですが、これは大変いいことだと思います。ただ、2020年の東京オリン

ピック・パラリンピックというのは、外国のろうあ者もたくさん来ると思うんですね。特にホテルで

の、インターホンなんですが、やはりそれが聞こえない。ホテルの部屋の中に室内電話があるわけです

が、それは音声対応だけになるので、やはり私たちには使えない。それだけではなく、夜寝ているとき

に火事が起こったり、災害が起こったりしたとき、そういうものが発生したときに緊急の放送が流れる

と思うんですが、寝ている間は聞こえない。その対応、それに対しての設備はどこにもないという状況

があるんですね。ですから、情報機器設備を新しく導入すべきだと思うんですが、例えばカウンターに

言って携帯用屋内信号装置、ピンポンとされたときに、それがフラッシュベルのように光るみたいなも

の、それを見て、何かいらっしゃったんだなというのがわかるようなもの。また、夜、睡眠中なんです

が、火事が起こったりしたとき、災害のとき、発信器からの無線信号を受信して通知を光や振動などを

発生させ、避難ができるような屋内信号装置があるんですが、それだけではなくて、朝、モーニングコ

ールなんかも私たちは聞こえないので、体に響く、振動で目覚めることができるような、振動式目覚ま

し時計型受信器を設置しておいてほしい。また、競技場も同じです。火事が起こったりしたら放送が音

声で流れると思うんですね。緊急時、電光文字器で文字が出たとしても、見えないところ、トイレの中

にいたら見えないであったり、通路にいたときは文字が見えないという状況があると思うんです。です

から、何か機器で情報設備を、火事があったらぴかぴか光る、トイレの中にいるときに避難したほうが

いいんだというような、目で見てわかる視覚情報が欲しい。 

 また、ハード面だけではなく、やはりソフト面が大事だと思うんです。そのことが１つも書かれてい

ないと思うんですが、鳥取県はいいモデルを紹介します。2013年に手話言語条例が制定されたんです。

その後、公共施設、行政の窓口、総合案内所などにはＩＣＴを活用した遠隔手話通訳サービスモデル事

業を導入しているんですね。それは、電話リレー手話通訳サービスとも言うんですが、聞こえない人が

使いやすい環境設備が整っているんです。そして、人的な支援が行われているというふうな状況で聞こ

えない人が利用しやすいサービスを情報提供します同じように東京オリンピック・パラリンピックのと

きにも、公共施設、総合案内所もそうですが、それだけではなく、ホテルのフロントであったり、デパ

ートであったり、そういうところにもＩＣＴを活用した遠隔手話通訳サービス、そういう環境設備を導

入していただければありがたいなと思います。ぜひ、よろしくお願いいたします。 

 

【髙橋座長】 

ありがとうございました。もう少しご発言をいただいてから、途中でコメントしたいと思います。全

国重症心身障害児（者）を守る会の北村さん、よろしくお願いいたします。 



 

 

 

【北村委員】 

全国重症心身障害児（者）を守る会の北村と申します。私のほうからは、バリアフリーに関して１点

発言させていただきます。 

私どもの非常に重度の障害を持った者が外出しますときには、保護者、あるいは付き添いの方は事前

に駐車場ですとか、障害者用トイレを確認してから出かけるわけですが、公共施設などでも例えばトイ

レマークがあったりして、そこへ進んで行っても、途中で段差があったりして、結局、利用できなかっ

たというようなことを、複数の報告を聞いております。 

 今回、この素案によりますと、バリアフリーについては大分書き込んでいただいているようなんです

けれども、例えば１の２）ですと、これは道路のバリアフリーということでありまして、それから３）

は都市公園のバリアフリーということで、ひょっとして、ここでは、今のような事例の場合、読めない

のかなと思ったりしております。 

 ３ページの一番上にはトイレのバリアフリーということも書いてあるんですが、これも建築物におけ

るトイレのバリアフリーということで、トイレを非常に早く使いたいときでも困るようなときがあるよ

うですので、いわば動線のバリアフリー化とでも言いましょうか、そういった観点を少しこの報告書の

中に盛り込んでいただいたら、ありがたいなと思っております。 

 １番の２）の④のところに、「③の区間内で」という限定的な書き方になっているんですが、今の動線

のバリアフリー化みたいなところは、できるだけ幅広く、あまねく、これを機会にバリアフリー化が図

られたらいいかなと思っておりまして、そういった観点からのご検討もひとつお願いしたいと思いま

す。以上でございます。 

 

【髙橋座長】 

ありがとうございました。それでは、森ビル河野さん、どうぞよろしくお願いします。 

 

【河野委員】 

森ビルの河野でございます。この中間取りまとめ素案、今の方のご発言と似ているのかもしれません

けれども、例えば書き方として、競技会場の周辺駅、都内の主要ターミナル駅、選定された都市公園、

主要鉄道駅周辺と、そういう意味で急いで整備しなきゃいけない。2020年までに確実にやらなきゃいけ

ないということが、ここで記載されているのは、これまたすばらしいことだと思います。 

 ただ、世界最高のユニバーサルデザインというのは、新国立競技場だけで目指すものではなくて、日

本全国あまねくところで目指すべきだと思います。そういう計画をしっかりつくっておくということこ

そが、オリンピックレガシーとも言えるのかなというふうに思っています。 

 ですから、例えばですけれども、ここに記載されているもの以外のものについてもしっかり行程表を

つくる。それは、多分、30年、50年かかってもいいんだと思うんです。仕方ないといいますか、しっか

り、それを目指すということを、ここでうたうということが大切なことなのではないかなと。そういっ

たことを、この取りまとめの中に含んでいただくことを期待したいというふうに思います。以上でござ

います。 

 

【髙橋座長】 

どうもありがとうございました。それでは、ちょっと整理をさせていただきたいと思います。 



 

 

最初に藤井さんのほうから、商店街の取り組みについて、まさにおっしゃるとおりかというふうに思

います。今ご質問ありましたけども、大規模な競技場等の施設、あるいはターミナルといったようなこ

ともありますが、小さな単位、あるいは生活の単位の中で、しっかりとバリアフリーの行程表をつくり

ながら進めていくというのは非常に重要なところだというふうに思います。 

 それから、公園についても、ふだんは何げなく利用していますので、晴眼者、目の見える人にとって

はわかりにくいといいますか、整備の状況をしっかりと検証していないところもありますので、これに

ついては留意していくべきではないかというふうに思います。 

 そして、情報の提供のあり方、ＩＣＴについても、この中間取りまとめでしっかりとボリュームを割

いております。点字ディスプレーの端末の利用など検討するべきではないかと思います。 

 それから、今西さんのほうからは設計標準について、特にホテル関係です。ホテル関係につきまして

は、先ほど山崎さんのほうからもご指摘がありました。個々の利用の状況は違いますが、一般客室のＵ

Ｄ化を推進しながらオプションをどうやって整備するか。これは、聴覚障害を持っている方々の場合も

同じですが、そこで、利用の可能性がかなり広がるのではないか。これは、今までもそうですけども、

どうしてもアクセシブルルームですとか車椅子使用者対応客室、あるいはユニバーサルルームといった

ようなときに、何となく特化してしまう、そして一般のお客様が利用できない、あるいは、それを敬遠

してしまう、そういうシーンがよく見られますので、これについては、このあたりで少し方向転換、か

じを変えていくということがとても重要かというふうに思います。 

 それから、50室以上に対して１室のというところ、これも今のお話と関連してきますけれども、絶対

数をどうやって確保するか、これは全体的に捉えておきたいというふうに思います。 

 それから、ターミナルビル等のワンルートの確保がおかしいのではないか。実際には配置の形態、あ

るいは地形によって複数ルートもかなり確保されている部分もありますけども、これをもうちょっと具

体化していく必要があるかというふうに思います。 

 そして、バリアフリーの基本構想については市町村でなぜ進まないのか。今、16％をちょっと超えて

いるところでとどまっているところですけども、何らかのインセンティブを出しながら、私は個人的に

は、一定の期間でもいいので、例えば３年間、あるいは２年間ですとか、そういったような形で、少し

各市町村の権限で進められる方策をとる必要があるのではないかというふうに感じているところです。

制度設計についての検証も必要だというふうに思います。 

 そして、山崎さんが事例として挙げました富士レークホテルです。実は私のほうでも少しアドバイス

をしてきまして、ここのすばらしいのは、食事についても個々の利用者に対応しながら進めてきていま

すので、これは、ハードだけではなくて、広い意味での多様な利用者への対応ということですね。これ

は、日本の旅館でもそうですし、あるいはシティホテルでもそうですけれども、ますます、これからそ

ういったようなトータルなＵＤ化といいますか、アクセシビリティといいますか、非常に重要になって

くるだろうというふうに思います。 

 そして文化財。海外から観光客が来れば、当然、日本の歴史的な建造物、あるいは文化財を見学しま

す。文化財保護法では、日本の文化財を保護すると同時に、いろんな人たちに公開・利用していただ

く、そういうことが基本方針として掲げられています。多くの人に見学、利用できるような方策をどう

とるか。誰でも日本の建物をみんなフラットにすればいいというふうには思ってはいないと思いますの

で、文化財としての価値をしっかりと担保しながら公開し見学できる範囲をどこまで可能にするのか。

アクセシビリティの水準をどういうような形で表現するのかということは、とても重要なポイントにな

ってくるだろうと思います。 



 

 

 そして、長谷川さんのほうからは、ホテル、あるいは競技場も含めた災害時の対応も含めたような情

報の伝達のあり方が出されました。現在検討が進められています新国立競技場の中でも、ここの中間取

りまとめでは具体的なものは書かれておりませんけれども、今、長谷川さんからご指摘いただいたよう

な内容については、ほぼ入っているという形になっております。おそらく近いうちに、そういうことも

少しずつ広がっていくのではないかと思います。例えばトイレの中での緊急情報、フラッシュランプ等

も整備されようとしています。 

 そして、これからさらに全国に波及してほしいのは、先ほどの鳥取県の遠隔手話サービスといったよ

うなこと。昨年、私どもで拝見させていただきましたけれども、高松市で展開しているような携帯の磁

気ループシステムですね。バス車両の中、あるいは公共施設の中でのポータブルな磁気ループといった

ようなものも多様化されていければいいかなというふうに思っているところです。 

 それから、北村さんのほうの駐車場関係です。やはり先ほどの商店街の話と同じように、一つ一つの

施設で全てを整備するというのは非常に困難な部分があると思いますので、ある一定のルート、あるい

はある一定のエリアといったようなところで、これ、バリアフリー基本構想からは少し外れていく形に

なるかと思いますけれども、例えば小さな店舗、既存の店舗、空き店舗の利活用なんかも含めたよう

な、何らかの特区的な扱いですとか、民泊の特区と同じように、そういうような展開の仕方もひょっと

するとあるかもしれないという感じがいたします。 

 以上ですけれども、河野さんからは工程表、これは当然のことだと思いますので、今後しっかりと検

討していかなければいけないというふうに思います。 

さらに、追加のご意見をいただきたいと思います。それでは日本発達障害ネットワーク橋口さんお願

いいたします。 

 

【橋口委員】 

日本発達障害ネットワークの橋口と申します。 

 まず、１の東京大会の競技会場、アクセス経路等の重点的なバリアフリー、それから、３につながる

複合施設（大規模駅や地下街等）というところでお願いしたいなと思います。 

 先ほど北村さんが動線のバリアフリー化とおっしゃっていましたが、まさしく発達障害の人も、もっ

と言えば外国人の方も、この動線のバリアフリー化というのは必要ではないかと思っています。発達障

害を持つ人、また外国人の方も同じですが、情報の取捨選択が苦手だと思います。また、そういう中で

あり過ぎる情報で迷子になってしまうことがあります。ですので、わかりやすい目印、わかりやすい案

内、サイン、プラカード、そういったものの統一化、統一をして、それがアクセスから複合施設とか、

そういう競技施設というところで、連続的、一体的な形でバリアフリー化されるということがとても大

事なのではないかというふうに考えました。 

 ぜひ動線のバリアフリー化、情報という点でも動線のバリアフリー化を図っていただきたいと思いま

した。以上です。 

 

【髙橋座長】 

ありがとうございました。ほかにいかがでございましょうか。経済界協議会栗山さんお願いいたしま

す。 

 

【栗山委員】 



 

 

オリンピック・パラリンピック等経済界協議会、ＮＴＴの栗山でございます。私ども経済界協議会で

は、情報のバリアフリー化といいますか、情報の面からユニバーサルデザインをどれぐらいサポートで

きるかということを議論をしております。もちろん物理的なバリアフリーが一番大事なのですが、それ

をどこまでICTでサポートできるかということです。今、政府を中心に主要駅、あるいは国際空港、今年

ですと主要競技場も入ると思いますが、いろんな形で空間情報を整備し、それに基づいたナビゲーショ

ンをユニバーサルデザイン的に実現していく試みをされておられます。その試みの中で、地図やアプリ

ケーションは出てくると思いますが、その中に投入され実際にコンテンツとなるバリアフリー情報その

ものは、みんなで集めていかないといけないだろうと考えています。経済界協議会としては、まずは私

どもの社員がボランティア的に参画し、バリアフリー情報を集めていくというチャレンジをしてみたい

と思っております。その前段で、５月にジャパンウォークという、共生型のウォーキングイベントが東

京湾と東京駅の間でございました。オリ・パラのパートナー企業が８社集まって協賛したものですが、

そこでは、デジタル地図を使いスマートフォンでいろんなバリア情報が見られるということにまずチャ

レンジしてみました。バリアフリー情報そのものを集めたなかでの気づきとしては、私どもの健常者の

社員がやりますと、障がい者トイレがあることに気づきその外観写真は撮ってくるのですが、それだけ

では全然役に立たない。私どもの障がいのある社員も一緒になってボランティア的に参加してもらいま

すと、例えばトイレの中を３６０度見られないと、どんな機能があるか、広さはどのくらいか、実際に

使えるかなどが分からないことや、スロープにしても、健常者の社員は坂があります、何度ぐらいで

す、何メーターですと調べてくるのですが、障がいのある社員がやりますと、路面の状況も含めて正確

に書かないと情報の取捨選択の役に立たないというようなことを言われました。 

また、そもそもスマホは便利なものだが歩きスマホだと危なくてしようがない、という声もありま

す。だとすれば、メディアといいますか、情報伝達の手法としては、本当に画面を見るほうがいいの

か、音声が聞こえるのがいいのか、あるいは振動のような違うメディアに変換するのがいいのかといっ

たことも、我々のチャレンジだと考えており、これから、経済界協議会挙げて挑戦していきたいという

ふうに思っております。よろしくお願い申し上げます。 

 

【髙橋座長】 

情報提供、どうもありがとうございました。それでは大日方さん、お願いいたします。 

 

【大日方委員】 

日本パラリンピアンズ協会の大日方でございます。私のほうから幾つか気づいた点をお話しさせてい

ただきたいと思います。 

 まず、今、栗山さんからお話しいただきました情報発信につきまして、私も同感で非常に多くの課題

があるというふうに感じています。たくさんの情報がある中で、必要な情報をどうわかりやすく伝える

のかということにつきましては、ＩＣＴを活用するということに限定せずに、どのように伝えていくの

がよいのか。例えば、それはサインの問題であったり、人的な人の配置であったり、あるいはＩＣＴを

基本的には活用するんだけれども、最終的には、セーフティネットとして人的支援とつながっていると

いうことも必要になってくるかもしれない。情報を整理して発信することを少し分けて考えたほうがわ

かりやすくなるのではないか、と思いました。そして、栗山さんからの非常に重要な指摘がありました

けれども、健常者の方が見るとなかなか見落としがちな視点というのを障害のある人たちだと見られる

ということ。これを企業の方々からボランティアで集めていくというのは、とても大きな力になると思



 

 

うんですね。そのときに必要な情報をどう集めていくのかというある種のガイドラインであったり、モ

デルになるようなものをとりまとめて、こういう形で企業の皆さんにご協力をいただくと良いものがで

きる、というようなモデル事例を１つつくれると、皆様の力が非常にうまく有用なものになっていくん

ではないかと思いました。 

 ２つ目の視点です。駅に隣接する商業施設等を面でつなげることが非常に重要になってくるわけです

けれども、ここにつきましては、お話を聞きながら実際に実現するのは非常に難しいんだろうなと。商

業施設はいろんな所有者の方がいらっしゃいますので、この調整が非常に難しいんだろうなというふう

に思いました。商業施設の所有者の協力をどう得ていくか、ということとこれらの情報をどのように整

理し、わかりやすく発信するかという２つの課題を合わせるような形で１つモデルのケースをつくって

実際にやってみたらどうだろうかというふうに思いました。たぶん、ターミナル駅で、特に新しい建物

と古い建物がまざっているような、例えば新宿駅周辺といったようなところがよいというふうに思いま

すが、ここをどのようにつなげていくと役に立つのか。あるいは、例えば、ここのオフィスビルは土日

になると閉まってしまうんだけれども、平日は使えている。この出入り口をあければ、地下通路とつな

がるんだというようなケースが実は幾つもあります。こうした所有者の協力があれば使いやすくなる、

という事例をどう改善するのか。具体的には誰が主体的に調整をするのか、どのように進めるのかとい

うようなことも含めて、モデルケースとして見せたほうが、皆さん、取り組みやすくなるのではない

か、そのように感じました。また、いわゆる商業施設などが参加する際のメリットといったようなもの

については、もう少し事業者側の方々のご意見も聞く必要があるというふうに思いました。 

 そして、３点目です。私が最近経験したことで申し上げたいと思うんですが、特に１番の２）、３）あ

たりに該当するところだと思います。大規模スポーツ施設、具体的に言うと味の素スタジアムにこの前

行きましたが、大きなイベントがある時に、周辺へのアクセスが難しいなというふうに率直に感じまし

た。具体的には、長距離を歩行することが難しい方々も、スタジアムの席に着くまで、かなりたくさん

の距離を歩かなければいけないという状況があります。何でこういうふうな状況になっているんだろう

と思うと、安全整備もありまして、通行できるルートをかなり制限して、例えば１カ所から入場、退場

させているために、観客は近道を通ることができず、大きく外を迂回しなければならず、歩く距離が増

えているとか、そういう運用上の問題があるんですね。ですので、施設や建築物にはスロープやエレベ

ーターの設備があっても、そこを使えないように制限していたり、大きく迂回しなければ行けないとい

うような場合がありました。これを長距離歩行や人混みを歩くことが難しい人たちにはショートカット

して短距離歩行で安全に歩けるルートを案内することができるとよいのではないか。これもまた情報発

信の工夫が必要になってくると思いますが、こういった工夫ができることによって、よりアクセスでき

る人が増えるのではないか、そのように思いました。 

 もう１つ、これらの大規模のイベントいうのは公共交通機関でアクセスすることを大原則としている

わけですが、やはりマイカーで行き、駐車場を使うことが必要になる場合があります。オリンピック・

パラリンピックにおいては、自家用車を使って競技観戦に行くということはセキュリティ上、現実的に

は難しいだろうと私も考えておりますが、それでももしレガシーとして障害のある人たちも競技観戦し

やすい環境を残すということであれば、自家用車でも競技観戦に行きやすいようなルートの確保や運

営、情報提供の方法が必要になると思います。味の素スタジアムに関して言うと、地下に駐車場があり

ます。そこにかなりの台数のスペースを、障害のある人たちの駐車場として先日はご用意いただいてい

ました。ただ、それでも驚くほど多くの車いすユーザーが観戦に来ていて、実は駐車スペースは足りて

いなかったんです。 



 

 

 それともう１つは、そこにアクセスするまでの交通警備の問題がありますので、セキュリティの問題

とパーミションをどのように出していくのかというようなことに関しましても、おそらくスマートフォ

ンなりの情報をあらかじめ中に入れておくというような方法で、スムーズに車両登録ができるというよ

うな方法が考えられるのではないかなというようにも感じました。 

 これらのことを含めて街づくりの建築・施設のところで議論を、今後、政策のほうに生かしていただ

ければよいのではないかというように感じた次第です。以上です。 

 

【髙橋座長】 

どうもありがとうございました。全体的には連携といいますか、新しいもの、そして旧の施設も含め

て、そのつながりをどうするか。そして大きな施設から、小さな単位、そういったようなことがあると

思いますし、ハードだけではなくて、運営上、あるいは適用の仕方といったこともしっかりと捉えなが

ら、ルート決定、あるいは、それぞれのルート間に出てくるようなバリアについての課題をしっかり捉

えてほしいというご指摘だったというふうに思います。ありがとうございます。 

 それでは順天堂大学山崎さんお願いいたします。 

 

【山崎委員】 

順天堂大学の山崎と申します。拝見しておりまして、さまざまな観点からバリアフリー化、ＵＤ化の

推進をしていただいて、大変うれしく思っております。ただ、特に地方にそれを伝えていくときに気に

なるのが、彼らがバリアフリーって何か、ユニバーサルデザインって何かということを理解しているか

ということなんですね。例えば階段がありました、角度40度のスロープをつけましたというのは、バリ

アフリーなのかということでもあります。どうも日本は、障害者というと介護とか介助ということが、

まず頭に浮んでしまうんですけれども、欧米では自立支援ということがまず最初です。なので、バリア

フリーというのは、やはり自分でできることというのが基本になると思うんです。ですから、既存の建

物を改造するのはなかなか難しい場合もありますけれども、新築の建物に関しては、バリアフリー化、

ユニバーサルデザイン化というのは、その人が自分で使えることを基本にする。そうすることで、介助

が必要な人が使うときにも介助が楽になりますね。残念なのは、今でもバリアフルな建物が建築されて

いることです。階段のある建物をつくって、後からスロープをつけていたり、こんなことを言うとちょ

っとひんしゅくかもしれませんが、私が大変残念だったのは、東京駅の丸の内口なんです。あそこを新

築したときに、また階段が全部もとどおりになって、１カ所だけスロープなんですね。パラリンピッ

ク、2020年に向けて、すべての出入口をスムーズなスロープにしてくれるかなと期待していた面もあり

ました。ですから、これから2020年に向けてつくる建物は、バリアフルなものは作ってはだめというよ

うな条例さえあってもいいんじゃないかと思います。バリアフルなものをつくって、後から改修という

のはお金もかかりますし、十分なものができないと思います。なので、まずはバリアフリーということ

に関して、正しく地方の人も含めて伝えてあげて、正しいバリアフリー化、ユニバーサルデザイン化を

進めていただきたいです。 

 それから、ホテルのことが出ていました。私も、ホテルのバリアフリーチェックとか、改修のアドバ

イスとかいろいろさせていただいているんですが、一般の部屋をＵＤ化するというのはすごく大切です

ね。私は、出張のためにほとんど毎月、いろんなところに行って泊まるわけなんですけれども、ユニバ

ーサルデザインの部屋とか、アクセシブルな部屋は、回転率が高くて、いつも予約できないんです。こ

れは、障害者だけではなくて、高齢の方とか、同じニーズのある方が多く予約しているからなんです



 

 

ね。なので、まずは一般の客室のほうをＵＤ化していくということが大切です。ここでまず必要になる

のが情報の開示なんです。ホテル側が、例えばうちのホテルは、ここのドアの間口は何センチです、ト

イレの間口は何センチ、段差は何センチですと教えてくれるだけで、実は使えるホテルは増えるんです

ね。例えば私だったら、体はこんなに大きいですけれども、車椅子の全幅は65センチしかありません。

そうすると、65センチあれば通れる。ただ、今、ホテルに電話をしても、その情報がないんですね。な

ので、まず改修をする前に、一番簡単にできることとしては情報を提供するということ。そうすると、

自分で判断して使える部屋がインスタントに増えるんですね。ですから、ぜひ、そんなことから進めて

いただきたい。ある地方で、３つのホテルのバリアフリーチェックをやったときに、バリアフリールー

ムと言われているところは１部屋もなかったんです。ただ、僕がチェックしてみたら、30部屋ぐらいは

対象になるなという結果でした。障害者といってもさまざまなレベルの方がいらっしゃいますし、車椅

子の大きさも違うし、車椅子に乗っていても二、三歩だったら歩ける方もいるし、いろんな方がいらっ

しゃるので、そこを細かく考えて対応していくことで使える部屋はどんどん増えます。ですから、ぜ

ひ、それも考えていただきたいです。 

 私の思い出なんですが、アトランタのパラリンピックに行った際に、私は取材で行ったんですけれど

も、障害者のシンポジウムをやったことで部屋が足りなくなったんです。そのホテルに200人ぐらい車椅

子の人が来た。バリアフリー客室は30部屋ぐらいあったんですが足りない。どうしたかというと、大き

目の部屋のトイレのドアを外して、これで使える方は、こちらでお願いしますといったんです。私のよ

うに上肢に障害がない者は、じゃあ、私はそちらを使います。重度な方にバリアフリールームを、とい

うことをやっただけで、インスタントに100部屋ぐらい増えるわけです。実は僕は、これを長野のパラリ

ンピックのときに提案したんですが、長野のホテルは、そんな失礼なことはできないといって拒否した

んですね。なので、ぜひ、これも考えていただきたいと思います。そうすることで使えるホテルが倍増

します。 

 最後に、先ほどパーキングパーミットのことが出ていたので、日本での企画提案者でありますので発

言させていただくと、私が最初に佐賀県でスタートしたときには、佐賀県の状態、どのぐらいの身障者

用駐車スペースがつくれるかということを考えて対象範囲をつくりました。もちろん基本的には、世界

標準の考えである歩行に困難がある人というところから、まず始めるわけなんですけれども、例えば内

部障害でも長距離が歩けない人は歩行困難と考えられるということです。ただ、佐賀県のようなところ

で始めたので、ちょっと対象範囲が広かったと思います。なので、その後に日本中に広まっていったと

きに、大都市、例えば兵庫県とか、福岡県というところに広まったときに、十分な身障者用駐車スペー

スがないのに、佐賀と同様の広い対象範囲にしちゃったんです。それで、今うまく回っていないんで

す。私が全国のパーキングパーミット導入県の会議で提案したのは、2020年のことも考えて、一回、世

界の標準に合わせましょうという提案です。世界標準はもう少し厳しいんです。まず、それに合わせる

ことで対象者が減ります。この減らすということを、自治体はちょっと怖くてできないんですけれど

も、やはり世界に合わすことがまず大切だと考えます。私が37年前にアメリカで学生のときに、パーキ

ングパーミットを初めて使ったときは、車椅子の人ぐらいしか対象者じゃなかったです。それが、だん

だん身障者用駐車スペースが増えることに併せて、足の悪い方も、それから、もう少し年配の方で歩行

困難な方も、内部障害の方もといって広がっていったんですね。ですから、一回狭めるけれども、世界

に合わせて、そこから広げていくということをやれば、パーキングパーミットは絶対にうまく回りま

す。ですので、ぜひ適切に進めていただきたいと思います。ありがとうございます。 

 



 

 

【髙橋座長】 

ありがとうございました。よく福祉の世界では自己決定といいますけれども、そうした環境整備、あ

るいは、そのための柔軟な施設の運用の仕方、適用の仕方、客室を例にとってお話しいただきました。 

 それから、交通のほうでも出ましたけれども、パーキングパーミット制度のお話です。これは、多機

能トイレの状況と少し似ているところがあって、やはり車椅子使用者の方は最優先されなければいけな

いし、プラス許可のある利用者に対してどれだけサポートできるか、その許可の範囲をどうするか。こ

れは、地域の実情によって随分変わると思いますけれども、都道府県レベルではまだまだ少ないんです

が、どうしても導入しない立場になるとデメリットの部分がたくさん上げられていますが、まずやって

みて、そして改善していくという、ＰＤＣＡサイクルで行くことも駐車場整備に非常に有効なのではな

いかというふうに感じます。 

 ほか、いかがでしょうか。残り時間も少なくなってきましたので、もしご発言がありましたらお願い

をしたいと思います。どうぞ貴重な機会ですので。よろしいでしょうか。ありがとうございました。 

 この建築・施設ワーキング、かなり広範な領域が含まれています。通常ですと、この建築・施設のほ

うに入ってこないんですけれども、例えば道路ですとか、あるいはターミナルですとか、そして情報関

係もこの中に入っています。きょうご発言いただけなかった方にも、いろいろな思いがあるかというふ

うに思います。 

 きょうの全体をざっと整理をしますと、先ほど河野さんからご指摘ありましたけれども、これからの

素案をどうやって工程に載せていくか。あるいは工程づくりに対して、場合によってはユーザーの方々

にも参加していただきながら進めていくような仕組み、そして、新旧というお話もありましたし、規模

の大きなもの、あるいは小さなもの、そういう異なる領域の連携強化も言われました。情報提供につい

ても本当に生きた連携をしていかなければいけないというようなことです。さらにはこのWGでの重要な

議題の一つでもある東京での新国立競技場の検討、あるいは他の大規模施設、複合施設計画も含めて、

それを地方都市にいかに展開できるかということが大きくかかわってくるのではないかというふうに思

います。 

 障害者スポーツ大会も毎年のように全国で展開されてきます。すぐにでも、きょう、あすにでも次の

開催地で運用できる、あるいは適用できる、そういうようなガイドラインにしていかなければいけな

い、あるいは、そういう方針にしていかなければいけないというふうに思います。 

 そして、2020を超えて、団塊世代が後期高齢者を迎える2025年、さらに2030年、そして2040年を超え

るところにまできちんと使えるインフラ整備が、そのための適用がとても求められてくるのではない

か。その長期的なビジョンを今まさに立案し、決定していくことが私たちに課せられている課題ではな

いかというふうに思います。 

 それでは、このあたりで建築・施設ワーキングを終了させていただきたいと思いますけれども、平田

事務局長本日の議事全般について発言をお願いしたいと思います。 

 

【平田事務局長】 

本日は、お忙しいところ、長時間にわたりお付き合いいただきましてありがとうございました。ま

た、深く具体的にお話をいただきまして、身の引き締まる思いであります。 

 2020年のオリンピック・パラリンピックはスポーツの大会ではありますが、現在の日本に欠けている

政策の総点検として締切効果のあるものですから、オリパラに向けて一生懸命やりたいと思っていま

す。また、世界に対して東京、あるいは日本がここまでやっているんだなということを、海外に発信で



 

 

きるショーケース効果もあると思っています。中国やインドなどの国が次にどのような都市に発展して

いくかを考えるときに、日本が果たすべき役割があると思います。特に点ではなく面でバリアフリー整

備を進めることは難しい課題ですが、成熟国家としての日本がこのように解決しているんだというさま

をアジアにも見せていく必要があるのではないか、そのような責務を感じております。本日皆さんから

いただいたお話をしっかりと国交省や関係省庁とともに形にしていきたいと思っています。 

 制度、行政規制、さらに予算といろんな壁がありますけれども、しっかり頑張っていきたいと思いま

すので、皆さんのさらなるご支援をお願いいたしたいと思います。どうもありがとうございました。 

 

【髙橋座長】 

ありがとうございました。きょうのワーキングの中で発言できなかった、あるいは、したかったという

こともあるかというふうに思いますので、次の街づくり分科会に向けて、またご意見を整理しておいて

いただければと思います。それでは、岡西さん、お願いいたします。 

 

【岡西座長代理】 

髙橋座長、ありがとうございました。皆さん、長時間にわたりましてご議論いただき、本当にありがと

うございました。本日、交通ワーキングとこの建築・施設ワーキンググループでいただいたご意見を踏

まえ、来る７月の街づくり分科会に向けまして、中間取りまとめ案を事務局のほうで作成させていただ

きたいと思っております。 

 先ほど髙橋座長からもお話がありましたように、言い足りなかったこと等ございましたら、ご連絡い

ただければ、中間取りまとめに反映させていきたいと思っております。 

街づくり分科会において中間取りまとめを行い、その後８月には遠藤オリパラ大臣のもとで全体の中

間取りまとめを行う予定です。心のバリアフリーと街づくりとしてのバリアフリー、その両方を合わせ

た中間取りまとめを行ったうえで、概算要求や補正予算の検討を進め、しっかりとした政策を具体的に

その場で打ち出していきたいと思っております。そして年末の最終取りまとめに向けて、きょうもいろ

いろご意見いただきましたけれども、制度を変えなければならないものがございましたら、しっかり議

論し整理してまいりたいと思っております。 

 次回の街づくり分科会については、７月１９日の１４時から１６時を予定しております。場所につい

ては追ってご連絡させていただきたいと思っております。 

 それでは、予定の時間となりましたので、本日の会議を終了いたします。また、本日の議事内容につ

いては、配付資料を含め内閣官房から公表を予定しておりますので、ご了承いただきたいと思います。

本日はどうもありがとうございました。 

 

以上 


